
　

横
田
基
地
は
、
東
京
都
西
部
の
福
生
市
、
羽
村
市
、
瑞
穂
町
、

武
蔵
村
山
市
、
立
川
市
、
昭
島
市
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
総
面

積
は
約
七
・
一
四
平
方
キ
ロ（
東
京
ド
ー
ム
約
一
五
〇
個
相
当
）の

広
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

同
基
地
に
は
、
三
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
が
あ
り
、
米

空
軍
の
第
三
七
四
空
輸
航
空
団
と
い
う
部
隊
が
配
属
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
本
土
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
日
本
、
韓
国
な
ど
に

あ
る
米
軍
基
地
の
間
を
、
兵
員
や
物
資
を
乗
せ
て
行
き
来
す
る

C
5
や
C
1
7
な
ど
の
大
型
輸
送
機
や
K
C
1
3
5
と
い
っ
た

大
型
空
中
給
油
機
な
ど
の
中
継
拠
点
で
、
横
田
基
地
は
ま
さ
に
、

ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域
で
の
軍
事
空
輸
の
ハ
ブ
基
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
広
大
な
横
田
基
地
を
離
着
陸
す
る
米
軍
機
の
管
制
を
行

＜

第
一
章＞

す
べ
て
は
国
民
を
守
る
た
め
に

　

〜
ア
メ
リ
カ
の
追
随
勢
力
と
い
う
悲
し
み 

2
〜

―
―
実
は
ア
メ
リ
カ
の
も
の
だ
っ
た
日
本
の
空
―
―

　

東
京
都
の
西
部
、
例
え
ば
世
田
谷
区
や
中
野
区
、
杉
並
区
、
練

馬
区
、
武
蔵
野
市
な
ど
の
上
空
が
、「
日
本
の
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

　
〝
横
田
空
域
〟と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
横
田

空
域
は
、
正
式
に
は「
横
田
進
入
管
制
区
」と
い
う
も
の
で
、
東

京
都
に
あ
る
在
日
米
軍
横
田
基
地
や
神
奈
川
県
の
米
海
軍
厚
木

基
地
に
離
着
陸
す
る
米
軍
機
な
ど
に
対
し
、
管
制
を
行
う
空
域

と
し
て
米
軍
が
管
理
し
て
い
る
空
域
で
す
。

● 

第
6
回
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東
京
の
場
合
、
鉄
道
の
駅
で
言
う
と
、
上
板
橋
駅
、
江
古
田
駅
、

沼
袋
駅
、
中
野
駅
、
代
田
橋
駅
、
等
々
力
駅
の
ほ
ぼ
上
空
を
南

北
に
走
っ
て
い
ま
す
。

　

横
田
空
域
の
境
界
線
の
内
側
上
空
で
米
軍
は
、
如い

か何
な
る
軍

事
演
習
も
可
能
で
、
日
本
政
府
か
ら
許
可
を
得
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

民
間
航
空
機
を
ほ
ぼ
締
め
出
し
た
そ
の
広
大
な
空
域
で
米
軍

は
、
C
1
3
0
輸
送
機
な
ど
の
低
空
飛
行
訓
練
、
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
、
基
地
へ
の
大
型
輸
送
機
や
空
中
給
油
機
の
出
入

り
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
か
ら
横
田
基
地
に
配
備
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
す
で
に
こ
の
空
域
内
で
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
低
空
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

昭
和
五
二（
一
九
七
七
）年
九
月
二
七
日
、
横
田
空
域
内
の
横

浜
市
緑
区（
現
・
青
葉
区
）に
お
い
て
、
米
軍
フ
ァ
ン
ト
ム
機
が

墜
落
事
件
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
「
死
者
二
名
、
重
軽
傷
者
六
名
、
家
屋
全
焼
一
棟
、
損
壊
三
棟
」

と
い
う
大
事
故
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で

脱
出
し
た
二
名
の
米
兵
は
、
現
場
へ
急
行
し
た
自
衛
隊
機
に
よ
っ

て
厚
木
基
地
に
運
ば
れ
た
後
に
帰
国
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

事
故
の
調
査
報
告
書
の
公
表
を
裁
判
で
求
め
た
被
害
者
た
ち

に
は
、「
日
付
も
作
成
者
の
名
前
も
な
い
報
告
書
の
要
旨
」が
示

さ
れ
た
の
み
で
し
た
。

　

東
京
都
の
都
市
整
備
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
の
一
文

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
米
軍
が
管
理
す
る
横
田
空
域
は
一
都
九
県
に
ま
た
が
る
広
大

な
空
域
で
す
。

　

首
都
圏
の
増
大
す
る
航
空
需
要
に
対
応
し
、
よ
り
安
全
で
効

率
的
か
つ
騒
音
影
響
の
少
な
い
航
空
交
通
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
は
、
横
田
空
域
を
全
面
返
還
さ
せ
、
首
都
圏
の
空
域
を
再

編
成
し
て
、
我
が
国
が
一
体
的
に
管
制
業
務
を
行
う
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

　

都
は
、
横
田
空
域
及
び
管
制
業
務
の
早
期
全
面
返
還
の
実
現
と
、

同
空
域
の
活
用
に
よ
る
首
都
圏
空
域
の
効
率
的
な
運
用
を
国
に

働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
」

　

横
田
空
域
の
他
に
も
中
国
・
四
国
地
方
に
は
、〝
岩
国
空
域
〟が

あ
り
ま
す
。
こ
の
空
域
は
、
山
口
県
、
愛
媛
県
、
広
島
県
、
島

根
県
の
四
県
に
ま
た
が
る
、
日
本
海
上
空
か
ら
四
国
上
空
ま
で

を
覆お

お

う
、
巨
大
な
米
軍
管
理
空
域
で
す
。

　

こ
の
空
域
内
の
松
山
空
港
に
向
か
う
民
間
航
空
機
は
、
米
軍
・

岩
国
基
地
の
管
制
官
の
指
示
ど
お
り
飛
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

う
横
田
空
域
の
範
囲
は
、
東
京
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃
木
、
神
奈
川
、

福
島
、
新
潟
、
長
野
、
山
梨
、
静
岡
の
一
都
九
県
に
ま
た
が
っ
て

い
ま
す
。
最
低
で
高
度
二
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
高
七
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ま
で
を
米
軍
が
管
理
下
に
置
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

山
脈
状
の
巨
大
な
空
の
壁
と
し
て
立
ち
塞ふ

さ

が
っ
て
お
り
、
米
軍

専
用
空
域
が
、
日
本
の
空
を
東
西
ま
っ
二
つ
に
分
断
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
民
間
航
空
機
が
横
田
空
域
を
飛
行
す
る
の
に
は
、
米
軍

の
許
可
を
得
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
横
田
空
域
内
に
飛
行
経

路
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
米
軍
と
の
協
議
、
調
整
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
民
間
航
空
機
に
よ
る
定
期
便
は
、
米
軍
の
許
可

を
そ
の
都
度
受
け
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
、
横
田
空
域
を
避
け

て
飛
行
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
J
A
L
や
A
N
A
の
定
期
便
は
、
こ
の
巨
大
な
山

脈
の
よ
う
な
空
域
を
避
け
て
、
非
常
に
不
自
然
な
ル
ー
ト
を
飛

ぶ
こ
と
を
強し

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
方
に
落
雷
や
雹ひ

ょ
う

の
危
険
が
あ
る
積
乱
雲
が
あ
り
、
そ
こ
を

避
け
て
飛
び
た
い
と
い
う
緊
急
時
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
管
制

官
か
ら
は
、「
横
田
空
域
に
は
入
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
飛
べ
」と
指

示
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
〇（
二
〇
〇
八
）年
九
月
の
日
本
側
へ
の
一
部
返
還
で

緩か
ん

和わ

は
さ
れ
ま
し
た
が
、
羽
田
空
港
か
ら
北
陸
・
西
日
本
方
面

へ
飛
行
す
る
民
間
航
空
機
は
、
東
京
湾
上
で
旋
回
し
急
上
昇
し

て
横
田
空
域
を
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

横
田
空
域
を
避
け
る
た
め
に
、
羽
田
空
港
か
ら
西
に
向
か
う

定
期
便
は
急
上
昇
を
強
い
ら
れ
、
小
松
便
な
ど
は
す
ぐ
に
急
降

下
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。　

　

ま
た
、
羽
田
へ
の
着
陸
時
は
南
へ
迂う

回か
い

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

ル
ー
ト
が
限
ら
れ
る
た
め
渋
滞
が
常
態
化
、
ニ
ア
ミ
ス
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
航
空
機
の
効
率
的
か
つ
安
全
な
運
航
を
妨さ

ま
た

げ
る
巨
大
空

域
が
首
都
圏
に
あ
る
こ
と
は
異
常
な
こ
と
で
す
。

　

日
本
と
同
じ
敗
戦
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
も
米
軍

基
地
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
横
田
空
域
の
よ
う
な
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
横
田
空
域
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
追
随
勢
力
で

あ
る
と
い
う
事
実
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
言
っ
て
も
決
し
て
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
横
田
空
域
が
あ
る
が
た
め
に
、
日
本
の
民
間

航
空
機
は
、
米
軍
の
許
可
な
し
に
は
首
都
圏
周
辺
の
広
大
な
空

域
を
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
管
制
も
日
本
側
が
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

横
田
空
域
は
、
世
田
谷
区
、
杉
並
区
、
練
馬
区
、
武
蔵
野
市

な
ど
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
こ
の
横
田
空
域
内
に
あ
り
、
そ
の
境
界
は
、

玉響 No.316 ｜ 7677｜玉響 No.316



を
侵
害
し
続
け
た
挙あ

げ

句く

、
米
軍
の
特
権
を
維
持
す
る
た
め
に
数

知
れ
ぬ
密
約
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
密
約
は
、

日
本
国
憲
法
に
基
づ
く
日
本
の
国
内
法（
憲
法
体
系
）を
無
視
し
て
、

米
軍
に
治
外
法
権
に
等
し
い
特
権
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
米
軍
の
巨
大
な
特
権
に
、
実
は
国
内
法
上
の
法
的
根
拠

は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
お
ら
ず
、
日
米
地
位
協
定
に
も
法
的
根

拠
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

ま
さ
に
今
日
の
日
本
は
、
独
立
国
家
と
は
名
ば
か
り
の〝
対
米

追
随
勢
力
〟に
し
か
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
実
に
悲
し
い
限
り
で
す
。

　

戦
後
一
貫
し
て
ア
メ
リ
カ
の
傀か

い
ら
い儡

に
甘
ん
じ
て
、
胡あ

ぐ
ら坐

を
か
い

て
来
た
一
切
の
戦
後
政
治
に
終
止
符
を
打
ち
、
億
兆
一
心
、
日
本

国
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
国
家
の
立
て
替
え
、
立
て
直
し
を

図
り
、
維
新
体
制
に
よ
る
日
本
の
独
立
を
誓
わ
な
く
て
は
、
未

来
永
劫
に
わ
た
っ
て
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
追
随
勢
力
と
し
て
、

日
本
お
よ
び
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
コ
マ
と
し
て

使
い
捨
て
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

日
米
合
同
委
員
会
は
、
日
本
政
府
中
央
官
庁
の
高
級
官
僚
六

人
と
在
日
米
軍
の
高
級
将
校
と
在
日
米
国
大
使
館
員
七
人
の
計

十
三
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
側
が
外
務
省
の
北
米
局
長

や
法
務
省
の
大
臣
官
房
長
な
ど
の
高
級
官
僚
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
公
使
一
人
を
除
い
て
、

全
員
が
軍
人
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
日
米
合
同
委
員
会
の
議
事
録
や
合
意
文
書
は
、
原
則

的
に
は
非
公
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
米
合
同
委
員
会
は
、

日
本
の
高
級
官
僚
と
米
軍
高
級
軍
人
と
が
密
室
の
中
で
秘
密
合

意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
密
約
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
も
そ
れ
ら
の
密
約
は
、〝
横
田
空
域
〟な
ど
の
存
在
で
わ

か
る
よ
う
に
、
米
軍
に
対
し
て
無
期
限
に
治
外
法
権
を
与
え
て

い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
日
本
の
主
権
を
黙
殺
す
る

も
の
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
米
合
同
委
員
会
は
、
米
軍
関
係
者
の
高
級
宿
泊
施
設
で
、
東

京
・
南
麻
布
四
丁
目
に
あ
る〝
ニ
ュ
ー
サ
ン
ノ
ー
米
軍
セ
ン
タ
ー

（
ニ
ュ
ー
山
王
ホ
テ
ル
）〟で
月
に
一
回
、
外
務
省
が
設
定
し
た
場

所
で
月
一
回
の
月
計
二
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
山
王
ホ
テ
ル
は
、
米
軍
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
は

ア
メ
リ
カ
人
で
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
は
米
軍
か
米
大

使
館
の
関
係
者
の
付
き
添
い
の
上
、
身
分
証
明
書
を
提
示
し
な

く
て
は
施
設
内
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

館
内
の
会
話
は
す
べ
て
英
語
を
使
用
し
、
支
払
は
ド
ル
紙
幣

が
使
わ
れ
ま
す
。

　

煉れ
ん

瓦が

色
の
七
階
建
て
の
ホ
テ
ル
の
入
口
に
は
、
右
腕
に
星
条

　

岩
国
空
域
の
す
ぐ
西
側
に
あ
る
大
分
空
港
へ
向
か
う
民
間
航

空
機
も
、
高
度
制
限
な
ど
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
八（
二
〇
一
六
）年
五
月
二
十
七
日
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ

マ
大
統
領（
当
時
）が
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
し
て
史
上
初
め
て

の
広
島
訪
問
に
際
し
て
、
そ
の
移
動
は
、
中
部
国
際
空
港
か
ら

大
統
領
専
用
機
で
米
軍
・
岩
国
基
地
に
移
動
し
た
後
、
岩
国
空

域
を
通
っ
て
、
海
兵
隊
の
軍
用
ヘ
リ
に
よ
っ
て
原
爆
ド
ー
ム
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　

車
で
行
け
ば
わ
ず
か
四
〇
キ
ロ
の
距
離
で
、
一
時
間
で
行
け

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
軍
用
機
で
、
し
か
も
四
機
の

オ
ス
プ
レ
イ
に
先
導
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
広

島
に
移
動
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
同
行
す
る
大
統
領
付
き
の
武

官
は「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」と
呼
ば
れ
る
核
兵
器
の「
発
射
キ
ッ
ト
」

を
携
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
、
核
兵
器
を
世
界
戦
略
の
中
心
に
据す

え

た
世
界
最
強
の
米
軍
の
最
高
司
令
官
で
す
。　

　

オ
バ
マ
大
統
領
は
、
日
本
の
上
空
を
事
実
上
自
由
に
、
自
国

の
軍
用
機
を
引
き
連
れ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
日
本
政
府
な
ら
び
に
日
本
国
民
に
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て
、

そ
の
力
を
誇
示
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
オ
バ
マ
大
統
領
が
得
た
の
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
で
し
た
。

　

横
田
空
域
、
岩
国
空
域
、
そ
し
て
平
成
二
二（
二
〇
一
〇
）年

ま
で
沖
縄
に
あ
っ
た〝
嘉か

で

な

手
納
空
域
〟が
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
横
田
と
岩
国
に
あ
る
巨
大
な
米
軍
の
空
域
に
は
、
国

内
法
の
根
拠
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
日
米
地

位
協
定
に
も
ま
っ
た
く
法
的
根
拠
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
首
都
圏
の
上
空
を
は
じ
め
と
す
る
本
州
の
大
半
の
空

域
が
、
米
軍
に
支
配
、
管
理
さ
れ
て
い
る
事
実
を
見
れ
ば
、
今

日
の
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
日
米
合
同
委
員
会
に
支
配
さ
れ
る
日
本
―
―

　　

横
田
空
域
を
は
じ
め
と
し
た
こ
れ
ら
空
域
は
、〝
日
米
合
同
委

員
会
〟の「
航
空
管
制
委
任
密
約
」に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
米
合
同
委
員
会
と
は
、
米
軍
基
地
の
使
用
、
軍
事
活
動
の

特
権
を
定
め
た
日
米
地
位
協
定
を
、
具
体
的
に
ど
う
運
用
す
る

か
を
協
議
す
る
実
務
者
会
議
で
す
。

　

そ
こ
で
合
意
さ
れ
た
取
り
決
め
は
、
日
本
の
法
律
・
憲
法
よ

り
も
強
い
効
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

軍
事
、
外
交
、
司
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
、
日
本
の
主
権
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こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
ソ
連
に
よ
る
領
土
の
拡
張
だ

と
し
て
警
戒
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
社
会
主
義
が
広
が
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
、
一
九
四
七（
昭
和
二
二
） 

年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

済
復
興
援
助
計
画
す
な
わ
ち
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
発
表
し

て
経
済
復
興
を
急
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
抗
し
た
ソ
連
は
、
東
欧
諸
国
と
の
連
携
を
強
め
る

た
め
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
と
い
う
組
織
を
結
成
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
九
四
九（
昭
和
二
四
）年
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
し
た
西
欧
諸
国
は
、
ソ
連
す
な
わ
ち
共
産
主
義
圏
の
拡
張

を
抑
え
込
む
た
め
の
軍
事
同
盟
で
あ
る
北
大
西
洋
条
約
機
構
を

結
成
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
ソ
連
も
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
東
欧
諸
国
を
率
い
て
、

一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
を
結
成
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
分
割
統
治
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
が
、

西
側
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国（
西
ド
イ
ツ
）と
東
側
の
ド
イ
ツ
民

主
共
和
国（
東
ド
イ
ツ
）と
の
二
つ
の
国
家
と
し
て
分
割
独
立
し
、

東
ド
イ
ツ
の
中
に
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
も
、
西
と
東
に
分
断
さ
れ
、

西
ベ
ル
リ
ン
は
、
西
ド
イ
ツ
の
飛
び
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
資
本
主
義
陣
営
と
ソ

連
を
中
心
と
し
た
共
産
主
義
陣
営
は
、
戦
後
の
世
界
秩
序
構
築

の
過
程
で
対
立
、
世
界
を
二
分
し
、
東
西
冷
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
欧
州
の
情
勢
に
比
例
し
て
、
日
本
を
取
り
巻
く
ア

ジ
ア
情
勢
も
激
し
く
東
西
が
対
立
し
て
行
き
ま
す
。

　

一
九
四
八（
昭
和
二
三
）年
九
月
九
日
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
が
成
立
、
翌
年
十
月
一
日
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
が

成
立
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）年
六
月
二
五
日
に
は
、
金
日
成
が
率

い
る
朝
鮮
人
民
軍
が
北
緯
三
八
度
線
を
越
境
し
て
、
朝
鮮
戦
争

が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発

し
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
独

立
を
め
ぐ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
は
や
が
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
な
り
、

そ
れ
は
米
ソ
の
代
理
戦
争
と
し
て
、
東
西
対
立
の
舞
台
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
旋せ

ん
ぷ
う風

が
巻
き
起
こ

り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
共
産
党
員
、
お
よ
び
共
産
党
シ
ン
パ
と

見
ら
れ
る
人
々
の
排
除
を
は
じ
め
、
共
和
党
右
派
の
上
院
議
員

で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
ら
に「
共
産
主
義
者
」や「
ソ

連
の
ス
パ
イ
」、
も
し
く
は「
そ
の
同
調
者
」だ
と
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
者
や
ア
メ
リ
カ
陸
軍
関
係
者
を
は
じ
め
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
芸
能
関
係
者
や
映
画
監
督
、
作
家
、
そ
れ
に
ア

旗
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
た
、
黒
ず
く
め
の
制
服
と
ベ
ル
ト
に
警

棒
と
拳
銃
を
装
備
し
た
日
本
人
警
備
員
が
、
出
入
り
す
る
人
と

車
両
の
証
明
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法（
銃
刀
法
）が
あ
り
、

銃
砲
の
所
持
に
は
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
法
令
に
基
づ
く
職
務
以

外
で
は
厳
禁
さ
れ
て
お
り
、
警
備
員
は
銃
砲
を
携
帯
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
軍
基
地

に
勤
務
す
る
日
本
人
警
備
員
は
、
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

何な

ぜ故
な
ら
ば
本
来
、
日
本
人
警
備
員
が
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
は

銃
刀
法
上
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
米
軍
基
地
に
お
い
て
は
、

銃
刀
法
の
適
応
は
除
外
す
る
特
例
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
米
軍

の
特
権
を
認
め
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
権
が
、
在
日
米
軍
に
対
し
て
到い

た

る
所
で
認
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
さ
に
日
米
合
同
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
在
日
米
軍
の
特
権

を
認
め
る
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
の
主
権
を
侵
害
し
て
、
日
米
合
同
委
員
会
で
取
り
決
め
ら

れ
た
密
約
は
、
一
体
い
く
つ
あ
る
の
か
さ
え
も
わ
か
ら
ず
、
す

べ
て
が
闇
の
中
に
封
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
米
合
同
委
員
会
で
の
合
意
事
項
は
、
法
律
を
超
越
す
る
力

に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
を
拘
束
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

日
米
合
同
委
員
会
と
は
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
米
軍
が
日
本

の
占
領
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
リ
モ
コ
ン
装
置
で
あ
り
、
日
本

の
国
会
よ
り
も
占
領
基
本
法
で
あ
る
日
本
国
憲
法
よ
り
も
上
位

の
存
在
で
、
日
本
の
国
策
を
も
そ
こ
で
決
定
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
ま
さ
に
、
日
本
の
主
権
を
無
視
し
て
、
米
軍
に
治
外

法
権
と
等
し
い
特
権
を
与
え
る
た
め
の
密
約
を
す
る
た
め
の
機

関
な
の
で
す
。

　

―
―
ア
メ
リ
カ
の
犠
牲
に
供
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
米
指
揮
権
密
約
―
―

　

日
本
の
占
領
が
終
わ
る
約
二
年
前
、
つ
ま
り
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）年
の
初
頭
、
米
軍
部
は
日
本
を
独
立
さ
せ
る
こ
と

に
は
、
絶
対
的
に
反
対
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
当
時
の
世
界
情
勢
に
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
一
九
四
五（
昭
和

二
〇
）年
、
二
千
五
百
万
人
以
上
と
い
う
多
大
な
犠
牲
を
出
し
た

ソ
連
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
解
放
し
た
東
欧
諸
国
を
、
ソ
連
自
国
の

安
全
保
障
を
重
視
す
る
た
め
に
、
次
々
と
そ
の
影
響
力
の
下
に

置
い
て
い
き
ま
し
た
。

玉響 No.316 ｜ 8081｜玉響 No.316



メ
リ
カ
の
影
響
が
強
い
同
盟
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
、

日
本
人
な
ど
の
外
国
人
に
ま
で
及
び
、
こ
の「
赤
狩
り
」の
影
響
は
、

西
側
諸
国
全
体
に
行
き
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
占
領
軍
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
朝
鮮
戦
争

勃
発
直
前
の
昭
和
二
五（
一
九
五
〇
）年
五
月
三
日
に
、
日
本
共

産
党
の
非
合
法
化
を
示し

さ唆
し
、
同
月
三
〇
日
に
は
皇
居
前
広
場

に
お
い
て
日
本
共
産
党
指
揮
下
の
大
衆
と
占
領
軍
が
衝
突
す
る

人
民
広
場
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
を
機
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
本
共
産
党
員
と
同

調
者
を
公
職
追
放
し
、
そ
の
動
き
に
関
連
し
て
、
公
務
員
や
民

間
企
業
に
お
い
て
、「
日
本
共
産
党
員
と
そ
の
支
持
者
」と
烙ら

く

印い
ん

し

た
人
々
を
解
雇
し
て
、
約
一
万
を
超
え
る
人
々
が
失
職
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
赤
狩
り
」ま
た
は「
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

つ
ま
り
東
西
冷
戦
の
始
ま
り
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国

の
国
益
を
守
る
た
め
に
、
対
ソ
連
、
対
中
国
、
対
北
朝
鮮
、
対

ベ
ト
ナ
ム
の
前
線
基
地
と
し
て
日
本
を
永
久
的
に
利
用
し
、
反

共
の
砦と

り
で

と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
戦
略
を
立
て
た
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
米
軍
は
、
日
本
の
独
立
に
反
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ

政
府
が
日
本
を
独
立
さ
せ
た
場
合
に
備
え
て
、「
在
日
米
軍
の
法

的
地
位
は
変
え
な
い
半
分
平
和
条
約
を
結
ぶ
」か「
政
治
と
経
済

に
つ
い
て
は
、
日
本
と
の
間
に
正
常
化
協
定
を
結
ぶ
が
、
軍
事

面
で
は
占
領
体
制
を
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
」こ
と
を
主
張
し
た
の

で
す
。

　

そ
う
し
て
、
昭
和
二
六（
一
九
五
一
）年
九
月
八
日
に
署
名
さ

れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
同
時
に
、
日
米
安
全
保

障
条
約（
日
米
安
保
条
約
）が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
米
安
保
条
約
に
基
づ
き
、
在
日
米
軍
の
地
位
を
保
証
し
た

の
が
日
米
地
位
協
定
で
あ
り
、
日
米
地
位
協
定
を
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
日
米
合
同
委
員
会
を
日
米
安
保
条
約
の
発
効

と
同
時
に
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
一（
平
成
三
）年
十
二
月
二
五
日
に
ソ
連
が
崩
壊
し
、
冷

戦
は
終
結
し
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
お
よ
び
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
に
対
す
る
脅

き
ょ
う

威い

を
煽あ

お

り
、
引
き
続
き
東
西
冷
戦
の
最
中

同
様
に
、
在
日
米
軍
の
重
要
性
を
日
本
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

日
米
安
保
条
約
と
日
米
地
位
協
定
は
、
日
本
を
軍
事
的
に
法

の
下
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
従
属
関
係
に
置
く
も
の
な
の
で
す
。

そ
れ
は
日
本
国
家
が
米
軍
に
対
す
る
従
属
を
意
味
し
、
そ
れ
も

法
的
に
が
っ
ち
り
と
組
み
込
ま
れ
、
押
さ
え
込
ま
れ
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
し
っ
か
り
と
認
識
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
さ
に
日
本
は
独
立
国
家
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
下
に

置
か
れ
た
、
米
軍
の
追
随
勢
力
と
い
う
存
在
で
し
か
な
い
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
私
た
ち
は
日
本
の
独
立
に
向

け
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

永
田
町
に
巣
食
う
政
治
屋
は
、
日
本
を
独
立
さ
せ
よ
う
と
い

う
意
識
は
毛
頭
な
く
、
日
本
を
米
軍
の
追
随
勢
力
と
し
た
ま
ま

の
現
状
維
持
し
か
考
え
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
た
直

後
の
昭
和
二
七（
一
九
五
二
）年
七
月
二
三
日
、
米
軍
の
マ
ー
ク
・

ク
ラ
ー
ク
大
将
は
、
吉
田
茂
首
相（
当
時
）と
岡
崎
勝
男
外
相（
当

時
）を
自
宅
に
呼
び
つ
け
、「
指
揮
権
密
約
」を
結
び
ま
し
た
。
こ

の
時
マ
ー
フ
ィ
ー
駐
日
大
使
も
同
席
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
二
年
後
の
昭
和
二
九（
一
九
五
四
）年
二
月
八
日

に
ジ
ョ
ン
・
ハ
ル
大
将
も
そ
の
密
約
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
指
揮
権
密
約
」と
は
何
か
。
ず
ば
り「
戦
争
に
な
っ
た
ら
自
衛
隊

は
ア
メ
リ
カ
軍
の
指
揮
下
に
入
る
」と
し
た
密
約
で
す
。

　

こ
の
時
、
吉
田
首
相
は「
こ
の
合
意
は
、
日
本
国
民
に
与
え
る

政
治
的
衝
撃
を
考
え
る
と
当
分
の
間
、
秘
密
に
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
」と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
の
指
揮
権
を
あ
ら
か
じ
め
米
軍
が
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
完
全
な
る
属
国
で
あ
る
こ
と

の
証
拠
で
す
。

　

こ
の「
指
揮
権
密
約
」を
裏
づ
け
す
る
た
め
に
、
今
日
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
の
が
、
国
会
よ
り
も
上
位
に
位
置
し
て
い
る「
日

米
合
同
委
員
会
」で
あ
り
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
に「
日
米

安
保
条
約
」の
下
で「
日
米
地
位
協
定
」が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

平
成
二
七（
二
〇
一
五
）年
に
安
倍
政
権（
当
時
）が
、
憲
法
の
拡

大
解
釈
に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛
権
の
限
定
行
使
を
容
認
し
た
一

連
の
安
保
法
制
の
整
備
は
、
ま
さ
に「
日
米
合
同
委
員
会
」に
よ
っ

て
取
り
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
実
施
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
そ
れ
は
、「
完
全
に
米
軍
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
、

戦
争
が
必
要
だ
と
米
軍
司
令
官
が
判
断
し
た
ら
、
世
界
中
で
自

衛
隊
は
米
軍
の
指
揮
下
に
入
り
戦
争
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」の

で
す
。

　

ま
さ
に
日
本
お
よ
び
日
本
人
は
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の

た
め
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
、
人ひ

と

身み

御ご

供く
う

と
な
る
の
で
す
。

田
中 

健
之
（
た
な
か
・
た
け
ゆ
き
）

歴
史
作
家
・
維
新
運
動
家
。
昭
和
38
年
11
月
５
日
生
ま
れ
。
福
岡
市
出
身
。

玄
洋
社
初
代
社
長
平
岡
浩
太
郎
の
直
系
の
曾
孫
で
、
黒
龍
会
を
創
立
し
た
内

田
良
平
の
血
脈
道
統
を
継
承
す
る
親
族
。
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
近
現

代
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
を
経
て
、
現
在
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
究
所
及
び
モ
ス
ク
ワ
市
立
教
育
大
学
外
国
語
学
部
客
員
研
究
員
。

日
露
善
隣
協
會
々
長
、
2
0
0
8
年
に
黒
龍
會
を
再
興
し
会
長
に
就
任
。

主
な
著
書
に『
靖
国
に
祀
ら
れ
ざ
る
人
々
』、『
昭
和
維
新
』、『
北
朝
鮮
の
終

幕
』、『
実
は
日
本
人
が
大
好
き
な
ロ
シ
ア
人
』『
横
浜
中
華
街
』な
ど
。『
中
央

公
論
』『
正
論
』、『
歴
史
群
像
』な
ど
の
論
壇
誌
に
多
数
執
筆
。
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